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総合討論 わがＪＡの取り組みと課題（１） 
司 会：松岡公明（JA-IT研究会 企画委員） 

（松岡）今日の事例報告や課題提起を踏まえながら、

意見交換をしていきたい。みなさんの日頃の悩みや

意見、課題を出し合い、解決の糸口になればと思う。 

集落の農地をみんなでどう守るか 

（前澤）ＪＡいわて花巻では、集落営農ビジョンを

各集落で掲げたことが再編の大きな原動力になった

というお話だったが、具体的にはどのようなビジョ

ンを掲げたのか。いくつかご紹介いただきたい。 

（ＪＡいわて花巻 阿部）農地をどうやって維持して

いくかということがひとつのカギだ。管内の 367 集

落、それぞれ環境や条件は違うが、地域の農地を守

るために、いかに農地利用を図るかが共通の目標で

ある。そのために、誰がどのように携わっていくの

か、どのように収入をあげていくか。それを、集落

ごとに整理している。個別経営を集落経営に変える

ことを基本的な議論のポイントとして、組織再編を

してきた。 

（松岡）兼業農家が高齢化し後継者もいないという

状況で、農地を委託したくても、受け手がいなけれ

ば出すことはできない。受け手側も、経営として成

り立つ見込みがなければ、受けることはできない。

そういう農地の出し手と受け手の関係を、集落内で

どう調整するのか。我が家の農地を我が家で守れな

くなってきた今、集落をひとつの農場と捉え、集落

のみんなでどうやって守っていくか。そういうとこ

ろから議論を始め、ビジョンをつくり、補助金を活

用していく。 

（今村）補助金については、「逆さ傘理論」。農水

の補助金は各局・各部・各課からバラバラに降って

くる。そこで、「逆さ傘」でこれを集め、その下に

ある「桶」――地域、集落営農、農協――にまとめ、

自分たちで活かしていかなければならない。これを

徹底するところがたくさん出てきた。長野県の田切

農産が、その事例としては最も優れている。 

（ＪＡ上伊那）田切農産は、集落のなかで完全にひ

とつの組織をつくり、1 階は営農組合、2 階は株式

会社、そのうえに一般社団法人までつくって、現在

は 3階建てになっている。 

（松岡）広島の「ファーム・おだ」もよい事例だ。1

階が小さな役場、2 階が小さな農協。営農と、暮ら

しの活動のようなもの全部含めて、組織化している。 

（今村）これからは、廃校の利活用を本当に考えて

もらいたい。廃校というのは、地域の人々にとって、

心の拠り所だ。それを拠点にしてさまざまなことが

できる。逆さ傘を拡げれば、農水省だけでなく、文

部省や厚生省などからも補助金は来る。それを、農

協がリーダーシップをとって仕掛けていただきたい。

それがまた、農協に対する求心力にもなってくる。 

そして、その活力を生み出すのは女性たちだ。Ｊ

Ａいわて花巻も、地域の女性たちの活躍は非常に大

きい。 

兼業農家の参加が大事 

（吉田）今回の農協改革で、農協は「担い手中心」

というタガをあまりにもはめられ過ぎているように

感じる。先日、日本の法人経営の先駆者であるサカ

タニ農産の奥村氏と話をした。サカタニ農産では、

水田の受託が 300ha を越えたそうだ。集落内の兼業

農家を育成することを真剣に考えないと農村は大変

なことになると言っていた。 

ＪＡいわて花巻の地域農業ビジョンの非常に重要

な点は、すべての住民が何らかのかたちで参加して

いること。それからもうひとつは、農地中間管理機

構を使って担い手を育成する仕組みを整えている点

だ。 
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 ＪＡ上伊那は、法人や集落営農に、農協がすべ

て関わっている点が非常に優れている。さらに、あ

る集落営農は全員参加型。農地の所有者はもちろん、

農地を持っていなくても、作業に参加する人は皆、

集落営農に組み込もうとしている。 

担い手が重要なことはもちろんだが、これからは

兼業農家を重視していく必要もある。それが１点。 

あと２つほど、ＪＡいわて花巻の報告を伺って感

じたことをお話したい。 

１つは、農協改革で買取集荷が言われているが、

これは慎重に検討すべきだ。世界最大の穀物商社で

あるカーギルでも、買取は全体の 3 割程度。しかも、

買取をしたときは、必ず先物でリスクヘッジをする。

世界最大の商社でも、そういう仕組みでやっている

そうだ。また、カーギルの日本部長は、「日本の農

産物市場に入ろうとするときに一番ジャマなのは農

協の委託販売だ」と言っていた。つまり、委託販売

そのものが悪いわけではない。売り先がはっきりし

ない委託販売がよくないだけのことだ。 

もう１つは、乾燥施設などの利用事業については、

農協単独ですべてをやる時代は終わったのではない

かと思う。たとえば、ＪＡ越後さんとうでは、カン

トリーエレベーターを法人に一部貸している。乾燥

施設をコストとして考え、いろいろな仕組みを考え

ていく必要があるだろう。 

（ＪＡ上伊那）ＪＡ上伊那では、「地域安定兼業」

という造語をつくった。地域内の企業や行政、農協

職員でも、兼業農家は多い。会社、市役所、農協に

行って、そこから給料をもらい、その金でトラクタ

ーを買ったりしている。つまり、そうやって働いて、

農地を守っている。そういう兼業農家が定年になれ

ば、集落営農に入り、自らオペレーターになって、

農地を守る。それが地域を守る循環だということで、

「地域安定兼業」という言葉を使いはじめた。いい

言葉だと思っている。 

（松岡）国は、「産業としての農業」ということで、

担い手、規模集積、ということばかり言っているが、

実際の集落のなかは、それだけではまわらない。専

業があるから兼業がある、兼業があるから専業があ

る。相互補完だ。地域内の人々がお互いに役割分担

をしながら、先祖代々の農地を守っていくというこ

とだ。 

系統全体を通じた改革を 

（松岡）ご参加の各ＪＡの皆さん、状況はいかがか。 

（東北１）当ＪＡは未合併で、管内には 22 集落しか

ないが、集落営農で財布をひとつにするという理解

はなかなか得られなかった。そこで、規模が小さい

のだから、ＪＡを１つの集落営農にしてしまおうと

考え、22 集落にメンバーになってもらい、農協主

導でいろいろと進めているところだ。 

それと、平成 27 年に中間管理機構から約 6000 万

円を受給したので、受け手に 10a 当たり 1 万円を支

給し、残りの 1 万円は土づくりに充てることにした。

だいぶ酸性化が進んでいることがわかり、大学・行

政と連携して改良に取り組んでいる。 
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当ＪＡの一番の悩みは、やはり担い手がいないこ

と。管内の耕作面積約 1300ha、うち約 400ha が転

作で、残りは米の栽培だ。今後、何か米に代わるも

のを、農家と一緒に模索していかなければいけない

と思っている。 

（東北２）当ＪＡでは営農ビジョンが思うように進

まず、正直、困っている。10 年ほど前から集落営

農に取り組みはじめ、任意組合までは設立できたが、

法人化はできずにいる。専業が少なくて兼業が多い

ために、仮に仕事をやめたら収入はどうするのかと

か、いろいろな課題があって進まない。最近やっと、

農協や役所のＯＢが動きはじめて、法人が１～２つ

できはじめたところだ。 

もともと転作（大豆・麦）の任意集団が多かった

ので、それを中核に地域営農をすすめようというこ

とで、3～4 年前からグループ育成に若干ハンドル

を切り、そちらに働きかけながら集落営農ビジョン

を進めることを検討している。 

私も兼業農家だが、兼業農家は春作業はできても、

秋作業はどうしても委託することになる。地域循環

という意味では問題ないのだが、それを今の制度上

に降ろそうとするとなかなか難しい。ＪＡとしては、

兼業だからダメということではなく、多様な担い手

ということで、やる気のある方々はサポートすると

いうかたちで取り組んでいる。 

また、私たちはずいぶん前から環境保全米に取り

組んでいる。当ＪＡの地域農業改革の第一弾という

ことで、今でいえば自己改革なのだろうが、合併に

よる組合員のＪＡ離れを防ぐための策だった。当時

は組合員にずいぶん叩かれたが、今ではつくるのが

当たり前になっており、減減～ＪＡS栽培が集荷の

80％を優に越えている。 

農家にそういうことを強いている分、農協として

は還元する工夫を考えなければいけないと思ってい

る。全農に出すとどうしても共計販売になって農家

のカラーを出せないので、ＪＡの名前を入れた米袋

をつくって、35％くらいは自前で販売。残り 65％

も、販売先を決めたかたちで系統に出している。 

（四国）自己改革で最も力を入れているのは、業務

用タマネギを産地化していくこと。去年が 15ha、

今年から 3 カ年計画で、30ha、40ha、50ha と増や

していく。基本的には、農家には一切、機械を持た

せない。ＪＡが大型機械を揃え、リスクはすべてＪ

Ａが持つというスタンスだ。 

まだまだ試行錯誤の段階で、去年は、葉切りの機

械を輸入したが、納品時期が遅れ、作業時期に間に

合わなかった。葉がついたままだと乾燥がうまくい

かず、処理能力が落ちる。さらに、色も黒くなって

しまい、価格が下がってしまった。たくさんの課題

を抱えているが、なんとか乗り切って産地化してい

きたい。 

もう１点は、コスト低減のために、昨年度、化成

肥料の入札に取り組んだ。そのなかで全農県本部が

「この業者を入れるなら参加しない」「ギリギリ安

い単価で供給すると他のＪＡに対してよくない」な

ど消極的で非常に苦労した。取引も、当県の製造会

社だけと交渉しているようだが、そうではなく、全

国規模で安いところから仕入れてほしいと思う。29

年度からは、全国で取りまとめをし、ブロックごと

に安くしていこうという方針が出ているので、期待

はしているが、今後もこういった取り組みを続けて

いくうえでは、そのあたりが少し心配だ。 

（松岡）たとえば、コメリで 90 円で販売しているも

のが、ＪＡでは 100 円。その負けている 10 円分を

どう対処するのか。本来は、ＪＡ、県本部、全農、

仕入れも含めて、系統全体の課題として検討しなけ

ればいけない。そういうふうに、系統全体を通じた

改革をしてこそ、本当の営農経済事業改革だ。 

販売事業も同じで、現在、商社系がどんどん米の

ルートをつくって、生産資材まで握ろうとしている。

すでに状況は、系統と系統外のシステム間競争に入

っているのに、全農は全農で自己改革、ＪＡはＪＡ

で自己改革、全中は全中で「創造的自己改革」など

と言っているようでは、対抗できない。システム間

競争に対して、系統経済事業の競争力をどう高めて

いくか。そういう視点がなければ、壁にぶち当ると

思う。 

まずはコスト意識を組合員と共有すること 

（黒澤）そういう系統組織間の問題もあるが、まず

は、ＪＡと組合員がきちんとしたコスト意識を持つ

ことが自己改革の第一歩だ。 

ＪＡ甘楽富岡では、20 年前に購買品取引委員会

をつくり、資材の原価を開示した。それには相当の

決断を必要としたが、そのときにわかったことは、

じつは購買事業戦略の最大のポイントは原価ではな

いということ。組合員が必要なものを必要なところ
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に届けるための中間コスト、それが一番の問題だっ

た。これは系統組織間の問題ではなく、ＪＡ自身の

問題だ。 

そこで当ＪＡではまず、倉庫をなくした。置くと

ころがなくなれば、在庫が一気に減る。潤沢に在庫

を持って、いつでもなんでも買える状況にしていた

ら、予約購買など絶対に始まらない。ＪＡがきちん

とリスクヘッジをしていく仕組みを、組合員と合意

形成しながらつくっていかない限り、いわゆる納品

単価だけで競争力をつけることなど絶対に無理だ。 

私たちは、配送も基本的に廃止した。それについ

ては、弱者切り捨てという批判も多かったが、最も

コストがかかっていたのはこの部分だ。現在は、メ

ーカーから営農センターまでトラックが来る。組合

員には、「○○生産部会は、○月○日の○時～○時

まで、○○センターで○○を供給する」と周知する。

取りに来た人はいくら、配送をかけた人はいくら、

と金額を差別化する。そのようにすると、組合員た

ちの間で調整して来るようになる。たとえば、トラ

ックを持っている人が持っていない人の分を運ぶ。

運んでもらった人は、運んでくれた人の農作業を手

伝いに行く。地域内でそういう結のようなものが発

生し、地域が変わってくる。 

そのようにして 5～6 年経つと、組合員とＪＡの

価値感が並んでくる。ここから、本格的な格差論争

に入る。 

私たちがそれをどのようにして乗り切ったかとい

うと、専用肥料だ。甘楽富岡のタマネギ専用肥料、

甘楽富岡の下仁田ネギ専用肥料、コンニャクの専用

肥料。技術的なフォローアップとともに、減農薬減

肥の地域戦略にマッチした専用肥料をつくる。そう

すれば、それはＪＡでしか売っていない。 

当ＪＡでは今年から、土地利用型はすべてセルフ

ブレンド方式にすると決めた。そうすると、20kg

袋はなくなる。キロ換算だ。作業の面的なまとまり

があれば、そこにジャストインタイムで資材供給が

できる。だから安くできる。 

農地を団地化したら、購買事業だけでなく、利用

事業も連動させる。組合員が個別で機械を持つより

も、ＪＡが大型機械を導入し、若い担い手に共同作

業で委託したほうがはるかにコストは安い。そうい

うことを、ＪＡがひとつずつ地域営農システムのな

かに組み込んでいく。 

単純に購買事業だけ、肥料農薬だけ安く売るとい

うことでは、単なる部分最適の購買事業で終わって

しまう。そうではなく、組合員と合意形成をしなが

ら、中間流通のコストをカットする、専用肥料を開

発する、それを活用した栽培体系を元にマーケティ

ングを展開する、利用事業を組み込む、さらに物流

を工夫する。そういう総合的な取り組みで、コスト

カットしながら有利販売を展開してゆくと、最終的

に組合員の間に「ＪＡとやったほうが利益が出る」

という意識が浸透してゆく。それが競争力だ。 

出資法人が経営的に成り立つ仕組み 

（甲信越２）当ＪＡでは、今年 2 月に出資型農業法

人を立ち上げた。管内には中山間地域もあるが、初

めてなので、まずは練習のつもりで、本店周辺の平

場で 15ha の計画を立てたところ、33ha も集まって

しまった。 

従業員も増やしたが、今のところ収入が何もない。

連結決算で 2 年連続の赤字にするわけにはいかない

ので、今年はなんとか黒字化したい。 

そこで、農協と受託契約を結んで収入を確保して

はどうかと考えた。たとえば、それまでパート雇用

で行なっていた育苗作業を、その法人に委託すれば

一石二鳥ではないかと思っていたのだが、先日の監

査機構の事前検査で「それはマズイ」と指摘されて

しまった。実際のところはどうなのか、ご意見をい

ただければありがたい。 

（松岡）その育苗センターは、農協の事業なのか。 

（甲信越２）そうだ。 

（松岡）育苗センターを、完全にＪＡ出資法人の事

業にしてしまえばいいのかもしれないが。 

（甲信越２）ガソリンスタンド関係も受託契約をし

ようと考えていたが、それもよくないようだ。 
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それと、もうひとつ。農協の臨時職員で非常に機

械に強い方がいて、その方にカントリーの修理関係

をお願いしていた。ところが、その方が地域の事情

で農協の経営管理委員にならざるをえなくなった。

経営管理委員になると農協に勤めていただくことは

できないので、その方を出資法人で雇用して、受託

契約で作業してもらえばよいと考えていたのだが、

監査では、それもまずいという話だった。予定して

いたことが、すべて裏目に出ている感じだ。 

（松岡）それは役員の利益相反のような意味か。 

（甲信越２）従業員まで含まれるというのは想定外

だった。 

（松岡）中央会は何と言っているのか。 

（甲信越２）出資法人を立ち上げるときは、それで

大丈夫だと聞いていた。ところが、監査機構にはグ

レーだと指摘されたので、困っている。 

（松岡）ＪＡ出資法人は、慈善運動のようなかたち

で立ち上げると失敗する。きちんと経営的に成り立

つような仕組み、従業員の給料を払えるだけの事業

規模が必要だ。 

たとえばＪＡ会津みどりのグリーンファームとい

う出資法人は、ＪＡの元営農課長が立ち上げ、従業

員３人でやっている。冬場は除雪作業を行政から受

けるほか、農協のライスセンター、育苗センターの

管理を全部請け負っている。 

また、ＪＡ出資法人は、条件の悪い圃場ばかり集

まって作業効率が悪くなりがちだ。そこでグリーン

ファームでは、最低 2ha の連担でなければ受けない

というルールをつくっている。 

高齢者でもできる農業のかたち 

（甲信越３）当ＪＡでは、稲作の担い手はすでに目

一杯の面積を耕作しているにもかかわらず、５年後

には高齢化で栽培をやめる人が増える。すでに、米

の出荷量が足りなくなってきていて、産地指定を受

けているところに対して、供給が不十分になること

も危惧される。本当に直近の問題で、どうしたらい

いかわからない感じだ。畑作関係では、生産組織を

集約して 3.6％ほどのコスト削減はできたが、これ

からの対策を考えると、10 年がかりで改革するよ

うな時間の余裕はない。 

去年、目玉商品として、オール 14 の肥料を税込

1263 円で売り出した。飼料用米でも加工米でも施

肥にちょうどいいし、スイートコーンなどチッソが

必要なものの元肥に使う人もいるようだ。好評をい

ただいたが、今度はコメリが農協に対抗して単価を

落としてきている。自己改革では生産資材が焦点の

ひとつだが、これからどう対応していけばよいかま

ったく見えてこない。 

中山間地域の問題もあって、面積の集約もなかな

か難しい。住民を巻き込んだかたちで 2 階建の集落

営農という考えも頭の中にはあるが、すでに道路と

水路の管理もできないような状況になってきている。

問題ばかりで、これから先どうしたらいいのか何か

よい知恵があれば教えていただきたい。 

（黒澤）ＪＡ甘楽富岡は、管内に全国で高齢化率ナ

ンバーワンの村を抱えているが、高齢者でもできる

農業というものもあると思う。そこは傾斜地で、集

落営農などひとつもない地域だが、繁殖和牛の放牧

後地で花材・花木を、冬のナンテンなども含めて

16 品目ほど栽培している。傾斜地の作業では、歳

をとって腰が曲がっているほうがいい。また、露地

ギクの栽培では芽かきが必要だが、そういう単調な

作業は歳をとった人たちのほうが向いている。その

集落では、そうやってかなりの収益を上げている。

そういうコミュニティを横に展開していくことも、

ひとつの方法だ。 

要は、お金になれば何でもする。手取りが取れる

ようになってくれば説得力が出てくる。一番収入が

多いのは年金だが、その次は花、という人たちに優

良事例として集落座談会で話をしてもらう。上手に

話せなくてもいいから、「こうして私は花木をつく

って、おばあちゃんと２人でなんとか生き延びてい

る」という話をしてもらうと、取り組みが他の地域

に拡がっていく。 

（松岡）徳島県上勝町の葉っぱビジネスが有名にな

り、儲かるということでＵターンしてきた人もいた

そうだが、葉っぱをピンセットでいちいちトレーに

並べるような細かくて根気のいる作業は、若い人に

はできない仕事だと言っていた。年寄りには年寄り

に合うビジネスモデルがある。 

（黒澤）先ほど話した集落では、たとえば、荷物を

上から下へ下ろすために、昔使っていたレールトロ

ッコをそのまま使っている。だから、重たいことは
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一切しなくてもいい。それから、座ってできる作業

だということ。それぞれの地域にあった工夫をすれ

ばいい。農業に限っては、高齢だからできないとい

うことはない。 

（今村）先ほど田切農産の話をしたが、あそこでは

白ネギを栽培している。機械でできることはすべて

代表の紫芝君がやるが、それ以外の肥培管理、草取

りや土寄せの作業は、集落のおばあちゃん、おばち

ゃんたちがやる。本当にきちんとやっていて、草一

本生えていない。 

また、彼は南米からトウガラシの種を 20 種類以

上取り寄せて栽培している。トウガラシとして売る

だけでなく、信州大学の農学部や県の食材センター、

醸造会社等と共同開発をして「すっぱ辛の素」とい

う新製品を出した。それがバカ売れしているそうだ。

要するに、トウガラシは軽く、高齢者にも作業がし

やすい。そういう工夫。そして、どのように売るか、

製品化するかというところまで考える。 

田切農産ではソバもつくっているが、世田谷の蕎

麦商組合の組合長と交渉をして販売している。ソバ

を売れば当然ネギもついてくる。 

彼は、お年寄りに働らいてもらうということをず

いぶん考えている。知恵を出す。6 次産業の可能性

を考える。方法はいろいろとある。 

（吉田）JA-IT 研究会会員ＪＡをまわってみるといい。

人に聞くより、自分で見て回る。そういう事例が、

自分のところの条件にぴったりと合うはずはないが、

まずは行ってみる。 

（今村）そこでヒントを得て、自分のところに合う

仕組みを考える。しかも、自腹を切って行く。そう

すれば、「なにか探してこなければ」と必死になる。 

（仲野）8～9 年前、津南に招かれていったことがあ

る。そのときに、雪下ニンジンを見せてもらった。

今は有名だが、当時はまだ知られておらず、私は、

雪下ニンジンを全農でブランド化することが必要だ

という話をした。それから 4 年ほど後に、マスコミ

等で津南の「雪下ニンジン」という名前を聞くよう

になった。 

津南はお酒がおいしいから米もいい、水もいい。

水を見て土を見て、地形を見て、地域の人たちの話

を聞きながら、できるものを探す。たとえば私なら、

水がきれいならクレソンをつくってはどうかと提案

をする。クレソンは、1 本 1 円 50 銭で買う西洋料

理の業界がある。 

岡山県のあるところでは、土の条件が非常に悪い、

石ころがゴロゴロしているような田んぼで転作でキ

ャベツをつくっている。なんとかしようという知恵

を絞れば、地域の人はやれる。 

富山県の砺波では、富山連邦の水がこんこんと流

れてくる田んぼで、転作のタマネギをつくると言っ

た。農協が取りまとめて、試験栽培を重ねて、つい

にモノにしてしまった。 

要は、そこに住んでいる人たちが、一番、その土

地の土や地形や気象条件をわかっている。だから、

「どうしたらいいか」ではなくて、その地域に住ん

でいる人たちが知恵を絞って、何ができるかを考え

るべきだ。 

（今村）クレソンも、肉の付け合わせにするくらい

ではダメ。大分大山町農協は、山ほどできるクレソ

ンを、すりつぶして、スープの素をつくっている。

非常に売れているようだ。 

（松岡）そろそろ時間なので、今日の議論はこれで

終わりにしたい。 
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